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一般社団法人日本染色協会

　一般社団法人日本染色協会の令和５年度定時
社員総会が、６月13日（火）12時00分より、綿
業会館において開催されました。
　総会は、後藤勝則会長（岐セン（株）社長）の挨
拶に続き、各議案の審議が行われ、いずれの審
議事項も、満場一致で可決され終了しました。

　

定
款
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、

後
藤
会
長
が
議
長
と
な
り
、
開

会
の
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
以
下

の
1
議
案
及
び
報
告
事
項
4
件

を
紹
介
の
上
、
審
議
を
開
始
し

ま
し
た
。

審
議
事
項

　
第
1
号
議
案

  

令
和
4
年
度
の
計
算
書
類
等

の
承
認
に
関
す
る
件

報
告
事
項

　
報
告
事
項
1

  

令
和
4
年
度
事
業
報
告
に
関

す
る
件

　
報
告
事
項
2

  

令
和
5
年
度
事
業
計
画
に
関

す
る
件

　
報
告
事
項
3

  

令
和
5
年
度
収
支
予
算
に
関

す
る
件

　
報
告
事
項
４

  

日
本
染
色
會
舘
の
状
況
に
つ

い
て

　

右
記
報
告
事
項
4
件
に
つ
い

て
は
、
本
年
5
月
25
日
開
催
の

本
年
度
第
1
回
理
事
会
で
承
認

可
決
さ
れ
た
旨
を
紹
介
し
た
上

で
、
個
々
の
事
項
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

令和5年度令和5年度
定時社員総会開催される定時社員総会開催される
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今年度の役員今年度の役員
令和５年度の役員は、以下のとおりです。

令和５年６月13日現在

会 長 後　藤　勝　則 岐セン株式会社 社　長

副 会 長 八　代　芳　明 東海染工株式会社 会　長

〃 佐々木　久　衛 小松マテーレ株式会社 社　長

〃 細　川　勇　夫 大阪染工株式会社 社　長

〃 高　垣　佳　宏 和歌山染工株式会社 社　長

〃 山　内　一　平 倉敷紡績株式会社 繊維事業部技術部長

専務理事 寺　嶋　　　充 事務局（東京事務所）

理 事 松　木　伸太郎 サカイオーベックス株式会社 社　長

〃 東　林　利　弘 日本経編整染工業組合 理事長

〃 森　　　順　一 ウラセ株式会社 会　長

〃 廣　田　祐　司 日本形染株式会社 社　長

〃 山　本　　　憲 日吉染業株式会社 社　長

〃 加　藤　　　守 シキボウ株式会社 取締役常務執行役員

〃 大　島　直　久 事務局（大阪事務所）

監 事 中　村　信　治 カンボウプラス株式会社 社　長

〃 岩　堀　洋　一 朝日加工株式会社 社　長
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令和５年度日本染色協会事業計画
令和５年度の事業計画の具体的内容は、次のとおりです。

事業の実施にあたり、皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げます。

1．国の施策の活用に関する事業
（1）－1  法令及び予算等繊維政策に関する意見

具申及び社員への周知並びに各種調査
等への協力

（1）－2  環境・安全問題及びEPA等通商問題に
関する政府の施策・立案への協力

（2） 政府等に対する税制改正要望及び活用
（3）－1 中小企業施策・支援策等の活用
（3）－2  中小企業信用保険法に基づく支援事業

の活用
5．不動産の管理運営に関する事業
（1） 不動産（土地）の管理運営、フォローアップ

7．関連業界との協調・連携関係事業
（1）－1  日本繊維産業連盟（＊）及びSCM推進協

議会等への参画
  （＊）常任委員会、幹事会、繊維製品の

環境安全問題検討会、繊維通商問題委
員会、取引改革委員会、等

（1）－2  ニッセンケン品質評価センター、繊維
評価技術協議会、日本綿業振興会、中
央職業能力開発協会、繊維産業会議等
との協調・連携

（2）－1  日本繊維産業連盟繊維通商問題委員会
等を通じたEPA推進への協力及びその
活用

（2）－2  EPA産業協力への参画及び日中韓繊維
産業協力会議等主要国繊維団体との協力

3．労務に関する事業
（1）  賃金、一時金等労働条件全般にかかる

情報提供
（2）－1  都道府県及び中央職業能力開発協会に

よる技能検定制度の実施協力
（2）－2 染色技能検定制度の普及

2．取引改善等に関する事業
（1）－1 分野別加工状況等報告の取り纏め
（1）－2  各社加工料金改訂交渉の支援、取引条

件等重点改善項目の検討、対応
（1）－3  繊維産業流通構造改革推進協議会（SCM

推進協議会）等策定の取引ガイドライ
ン、自主行動計画、技能実習適正取組
み等の推進及び普及

（2） SCM推進協議会の情報化事業への協力

6．調査研究及び資料収集・提供に関する事業
（1）  一般社団法人としての適切な運営・管

理及び体制の整備
（2） 繊維統計データ収集・分析及び提供
（3）－1 「染協ニュース」の発刊
（3）－2 協会ホームページの運営
（3）－3 社員への各種情報の的確な提供

4．技術及び環境保全に関する事業
（1）  カーボンニュートラル行動計画フォ

ローアップ（2022年度実績取り纏め及
び公表等）

（2）－1  揮発性有機化合物（VOC）排出量抑制
自主行動計画フォローアップ（同上）

（2）－2  国内外の化学物質規制の動向調査（POPS、
REACH、TSCA、GB、KC、化審法、化
管法）

（3）－1  繊維産業における環境・安全問題検討
会への参加

（4） 関係学会、業界との協調
 ・日中韓繊維産業協力会議への参加
 ・繊維学会・繊維機械学会との協力
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一
般
財
団
法
人
ニ
ッ
セ
ン
ケ
ン
品
質
評
価

セ
ン
タ
ー
は
、
染
色
・
整
理
加
工
を
施
し
た

繊
維
製
品
の
試
験・検
査
を
専
門
に
行
う「
財

団
法
人
織
物
染
色
検
査
協
会
」と
し
て
48
年

に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設
立
母
体
と
な
っ
た

の
は
、
当
時
の
日
本
織
物
染
色
同
業
会
、
つ

ま
り
現
在
の
一
般
社
団
法
人
日
本
染
色
協
会

で
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
復
興
を
支

え
た
繊
維
産
業
に
あ
っ
て
、
当
財
団
は
第
三

者
機
関
と
し
て
、
日
本
製
品
の
優
れ
た
品
質

を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を

長
き
に
わ
た
り
担
っ
て
き
た
。
バ
ブ
ル
景
気

の
時
期
と
前
後
し
、
日
本
国
内
の
生
産
現
場

が
急
速
に
海
外
移
転
を
進
め
る
中
、
当
財
団

も
01
年
に
初
の
海
外
事
業
所
と
な
る
中
国
・

南
通
事
業
所
を
開
設
し
た
。

　
そ
し
て
17
年
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で

繊
維
ア
パ
レ
ル
産
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
る

ベ
ト
ナ
ム
に【
ホ
ー
チ
ミ
ン
試
験
セ
ン
タ
ー
】

を
開
設
し
、
試
験
事
業
を
開
始
。
以
来
、
現

地
企
業
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
日
本
向
け

製
品
の
品
質
向
上
に
尽
力
し
て
き
た
。
現
在
、

日
本
を
は
じ
め
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
の
５
ヵ
国
で
試
験
・
検

品
等
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
生
産
拠
点
と
し
て
の
中
国
の
力
量
は
、
現

在
も
世
界
ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
に
疑
う
余
地

は
無
い
が
、
そ
れ
が
永
遠
に
続
く
と
は
限
ら

な
い
。
最
近
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
、
産

地
分
散
の
観
点
か
ら
、
世
界
市
場
に
お
い
て

ベ
ト
ナ
ム
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
特
に

注
目
を
集
め
る
ア
パ
レ
ル
生
産
国
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
経
済
全
体
も
将
来
的
な
成
長

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
新
た
な
事
業

展
開
や
今
後
の
現
地
生
産
を
検
討
さ
れ
て
い

る
日
本
の
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
企
業

の
皆
様
に
、
改
め
て
今
後
特
に
伸
長
が
期
待

さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
国
の
特
徴
や
ベ
ト

ナ
ム
生
産
の
魅
力
と
生
産
事
情
な
ど
、
事
業

成
功
の
第
一
歩
で
あ
る「
現
地
を
理
解
す
る
」

た
め
の
情
報
に
加
え
、
当
財
団
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
く
。

※
年
表
記
は
全
て
西
暦
で
、下
二
桁
の
み
と
し
て
い
る
。

例
：
48
年
＝
1
9
4
8
年
、
01
年
＝
2
0
0
1
年

ベ
ト
ナ
ム
の
基
本
情
報

1
　
ベ
ト
ナ
ム
に
限
ら
ず
海
外
の
繊
維
産
業
の

動
向
を
知
る
上
で
、
地
理
や
人
口
等
の
基
本

情
報
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
重
要

で
あ
る
。
は
じ
め
に
ベ
ト
ナ
ム
の
概
況
に
つ

い
て
お
伝
え
す
る
。

（1）
概
要

　
正
式
な
国
名
は「
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共

和
国
」。
細
長
い
Ｓ
字
型
を
し
て
お
り
、
国

土
面
積
は
33
万
1
6
9
0
㎢
と
日
本
の
九
州

を
除
い
た
広
さ
で
、
北
に
中
国
、
北
西
に
ラ

オ
ス
、
西
南
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
接
し
て
い
る
。

南
北
に
長
い
地
形
に
は
山
脈
が
走
り
、
川
は

縦
横
無
尽
に
流
れ
、
多
様
な
気
候
と
景
色
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
首
都
の
ハ
ノ
イ
は
北
部
に

位
置
し
、
当
財
団
の
拠
点
が
あ
る
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
か
ら
約
1
1
0
0
㎞ 
離
れ
て
い
る
。
直

線
距
離
に
す
る
と
、
東
京
〜
北
海
道
・
稚
内
、

東
京
〜
鹿
児
島
県
・
屋
久
島
ほ
ど
で
、
ジ
ャ

ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
約
１
時
間
の
フ
ラ
イ
ト

で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
の
距
離

は
約
3
6
0
0
㎞ 
で
、
飛
行
機
で
の
所
要
時

間
は
５
〜
６
時
間
。

繊維・アパレル産業繊維・アパレル産業
成長続くベトナム生産成長続くベトナム生産

一般財団法人ニッセンケン品質評価センター 
ホーチミン試験センター　センター長　中津 晃
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ビ
ザ
は
滞
在
期
間
が
15
日
以
内
で
旅
券
の
有
効
期
間

が
６
カ
月
以
上
あ
れ
ば
免
除
さ
れ
る
。
日
本
と
の
時
差

は
マ
イ
ナ
ス
２
時
間
と
、仕
事
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
比
較
的
取
り
や
す
い
。

（2）
人
口
と
宗
教

　

人
口
は
今
年
4
月
に
は
予
測
よ
り
早
く
１
億
人
に
達

し
た
。
世
界
で
15
位
、
ア
ジ
ア
全
体
で
８
位
、
東
南
ア

ジ
ア
で
３
位
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
規
模
が
大
き
い
こ

と
は
社
会
経
済
の
発
展
に
利
点
を
も
た
ら
す
が
、
一
方

で
貧
困
や
経
済
格
差
の
拡
大
等
の
課
題
も
生
じ
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

公
用
語
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
表
記
は
声
調
記
号
の
入
っ

た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
。
英
語
使
用
率
は
、
統
計
上
は
日

本
と
同
等
と
さ
れ
て
お
り
、
学
歴
が
比
較
的
高
い
人
達

は
よ
く
使
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
多
民
族
国
家
で
様
々
な
宗
教
が
信
仰
さ

れ
て
い
る
。
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
、
カ
オ
ダ
イ
教
、
ホ
ア
ハ
オ
教
な
ど
が
あ

る
。
そ
の
中
で
も
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
が
最
も
多
く
信

仰
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
は
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
や
文
化
に
深

く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
フ
ラ
ン
ス
の
植

民
地
時
代
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
中
部

地
方
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
中
南
部
地
方
に
、
カ
オ
ダ
イ
教
、

ホ
ア
ハ
オ
教
は
ベ
ト
ナ
ム
独
自
の
新
興
宗
教
で
あ
る
。

（3）
政
治

　

政
治
体
制
は
社
会
主
義
共
和
国
で
、
国
会
は
１
院
制

で
あ
る
。
政
権
は
唯
一
の
合
法
政
党
で
あ
る
共
産
党
が

握
っ
て
お
り
、
党
首
は
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
チ
ョ
ン
党
書

記
長
。
国
家
主
席
は
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
オ
ン
氏
、

首
相
は
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ
ン
氏
で
あ
る
。

86
年
の
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
市
場
経
済
導
入
と
対

外
開
放
化
を
柱
と
し
た「
ド
イ
モ
イ
政
策
」が
継
続
さ
れ

て
お
り
、
汚
職
対
策
、
構
造
改
革
や
国
際
競
争
力
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
外
交
は
全
方
位
外
交
を
展
開
し
、

各
種
国
際
機
関
を
は
じ
め
国
際
的
、
地
域
的
枠
組
み
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
２
国
間
及
び
地
域
的
な

F
T
A
を
他
国
と
結
ん
で
い
る
。

（4）
経
済

　

ベ
ト
ナ
ム
統
計
総
局
が
ま
と
め
た
22
年
の
経
済
指
標

は
、
経
済
成
長
率
8.02
%
、
一
人
当
た
り
G
D
P
4
1
1
0

ド
ル
、
ま
た
物
価
上
昇
率
は
3.15
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

経
済
成
長
率
は
20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
10
年
ぶ
り
の
低
水
準
の
成
長
と

な
っ
た
が
、
近
隣
諸
国
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
中
、
ア
セ

ア
ン
内
で
は
最
も
高
い
成
長
率
を
記
録
し
た
。
所
得
の

増
加
と
共
に
物
価
も
上
昇
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
22
年
は
コ

ロ
ナ
感
染
症
、
地
域
紛
争
の
影
響
で
さ
ら
に
上
昇
し
た

も
の
の
、
付
加
価
値
税
及
び
石
油
製
品
課
税
の
引
下
げ

を
迅
速
に
行
う
と
共
に
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
限
設
定

な
ど
の
有
効
な
政
策
で
、最
終
的
に
22
年
は
目
標
の
４
％

以
内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（5）
労
働
力
と
人
件
費

　

労
働
力
は
15
歳
以
上
の
生
産
年
齢
人
口
は
5
0
8
0

万
人
で
、
男
女
共
に
人
口
が
多
い
年
代
グ
ル
ー
プ
は
25

〜
29
歳
で
、
失
業
率
は
2.3
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
最
低
賃
金
額
は
下
記
の
通
り
地
域
に

よ
っ
て
４
区
分
さ
れ
て
お
り
、
22
年
７
月
に
平
均
６
％

引
き
上
げ
ら
れ
、
現
在
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

【
地
域
１
】ハ
ノ
イ
市
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
都
市
部
な
ど

＝
4
6
8
万
ド
ン（
約
2.7
万
円
）

【
地
域
２
】ハ
ノ
イ
市
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
郊
外
、
ダ
ナ

ン
市
な
ど
＝
4
1
6
万
ド
ン（
約
2.4
万
円
）

【
地
域
３
】バ
ク
ザ
ン
市
、
フ
ー
リ
ー
市
な
ど
の
地
方
都

市
部
＝
3
6
4
万
ド
ン（
約
2.1
万
円
）

【
地
域
４
】そ
の
他
の
地
域
、
農
村
部
な
ど
＝
3
2
5
万

ド
ン（
約
1.9
万
円
）

　

近
隣
の
国
・
地
域
と
比
較
す
る
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
約

0.9
万
円
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
約
１
万
円
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

約
2.7
万
円
、
中
国
・
山
東
省
約
4.2
万
円
、
中
国
・
上
海

約
5.2
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
東
〜
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で

平
均
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

年代・性別人口（2020年）
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ベ
ト
ナ
ム
の
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業

に
つ
い
て

2
（1）
概
要

　

生
産
地
の
大
ま
か
な
区
分
け
と
し
て
、
北
部
は
ハ
ノ

イ
↓
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
が
電
子
産
業
及
び
中
国
と
の
国
境

貿
易
、
中
部
は
ダ
ナ
ン
港
が
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
製

造
業
、
南
部
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
港
が
様
々
な
製
造
業
の
拠

点
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
的
な
ア
パ
レ
ル
企
業
が
ベ
ト

ナ
ム
を
製
造
拠
点
に
し
て
い
る
。
特
に
20
年
８
月
の

EU
-V
ietnam

F
T
A
発
効
で
E
U
輸
出
品
の
関
税
が

な
く
な
り
E
U
向
け
の
輸
出
が
増
加
し
た
。

　

海
外
企
業
も
積
極
的
に
投
資
し
て
お
り
、
F
D
I
企

業
※１

の
地
域
別
分
布
は
南
部
60
％
、
北
部
37
％
、
中
部

3
%
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
南
部
は
ニ
ッ
ト
縫

製
業
、
北
部
は
布
帛
縫
製
業
が
発
達
し
て
い
る
。

※
１　
F
D
I
企
業
：
海
外
直
接
投
資
企
業
／Foreign
D
irect

Investm
ent

（2）
繊
維
産
業
の
地
位

21
年
の
ベ
ト
ナ
ム
主
要
品
目
輸
出
額
は
１
位
・
電
話

機
、
２
位
・
電
子
製
品
、
３
位
・
機
械
設
備
、
４
位
・

縫
製
品
、
５
位
・
履
物
と
続
く
。
電
話
機
・
電
子
製
品

は
韓
国
サ
ム
ソ
ン
が
工
場
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
高
い
数
字
に
な
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
世
界
有
数
の
繊
維
衣
類
生
産
及
び
輸
出

国
の
一
つ
で
あ
り
、
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業
は
ベ
ト
ナ
ム

総
輸
出
の
10
％
近
く
を
占
め
る
主
力
産
業
で
あ
る
。
輸

出
規
模
と
し
て
は
、
10
年
に
は
1
1
2
億
米
ド
ル
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
19
年
に
は
3
9
0
億
米
ド
ル
に
成
長

（
G
D
P
の
15
％
）し
た
。
な
お
21
年
は
７
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
強
力
な

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
縫
製
品
輸

出
額
は
前
年
比
約
10
％
増
の
3
2
7
憶
ド
ル
と
な
っ
た
。

（3）
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業
の
展
望

　
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
の
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
欧
米

の
物
価
上
昇
を
は
じ
め
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

23
年
は
、
輸
出
成
長
率
６
％
の
目
標（
約
3
8
7
7
億
米

ド
ル
）を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、
残
り

３
四
半
期
で

3
0
8
4
億

米
ド
ル
を
稼

ぐ
必
要
が
あ

る
。
主
要
な

海
外
市
場
か

ら
の
需
要
が

減
少
傾
向
か

つ
、
回
復
の

兆
し
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
、
こ
の
数
字
の
達
成
は
困
難

と
の
推
測
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
繊
維
産

業
の
潜
在
力
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

主
要
国
で
の
物
価
上
昇
率
は
依
然
と
し
て
高
く
、
金

融
政
策
は
引
締
め
基
調
と
な
っ
て
い
る
が
、
欧
米
で
の

銀
行
破
綻
は
主
要
市
場
で
あ
る
同
地
域
の
購
買
支
出
に
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一
定
の
影
響
を
与
え
、
ベ
ト
ナ
ム
製
品
の
輸
入
減
少
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
の「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政

策
」に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
日
本
で
も
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
経
済
活
動
も
通
常
に

戻
っ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
同
種
の
輸
出
品
に
対
す
る

競
争
圧
力
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

輸
出
全
体
で
は
日
本
は
第
5
位
だ
が
、
繊
維
製
品
に

限
っ
て
は
米
国
に
次
ぐ
第
2
位
と
主
要
な
輸
出
先
と

な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
布
帛
製

品
の
生
産
比
率
が
極
め
て
高
く
、一
方
ベ
ト
ナ
ム
は
ニ
ッ

ト
製
品
と
布
帛
品
の
生
産
背
景
が
均
等
に
発
展
し
て
き

た
こ
と
が
特
徴
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
布
帛
生
地
の
輸

入
依
存
度
は
ま
だ
高
い
よ
う
だ
。

　

な
お
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
は「
米
国
向
け
の
カ
ッ
ト

ソ
ー
生
産
地
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
は
強
い
が
、

実
態
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

（4）
日
本
ま
で
の
物
流

　

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本
へ
の
輸
送
は
原
則
と
し
て
直
行

便
で
あ
る
。
一
方
、
周
辺
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
か
ら
は
一
般
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
度
積
替

え
を
し
、
日
本
へ
輸
送
し
て
い
る
。
ま
た
隣
国
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
メ
コ
ン
川
を
使
っ
て
内
陸
移
動
の
後
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
で
積
替
え
を
し
て
日
本
へ
輸
送
す
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
周
辺
の
輸
出
国
は
一
般
的
に
積
替
え
の
必

要
が
あ
り
、
様
々
な
リ
ス
ク
要
因
も
考
え
ら
れ
る
が
、

ベ
ト
ナ
ム
は
早
く
て
近
い
物
流
環
境
に
あ
る
。
参
考
ま

で
に
日
本
ま
で
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
費
用
と
時
間
に
つ

い
て
物
流
会
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
を
下
表
に
て

紹
介
す
る
。
な
お
、
詳
細
な
条
件
に
よ
っ
て
多
少
金
額

が
前
後
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
そ
の
点
は
お
含
み
い

た
だ
き
た
い
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
東
京
、
名
古
屋
は
20
フ
ィ
ー
ト
が

4
5
0
ド
ル
、
40
フ
ィ
ー
ト
が
8
0
0
ド
ル
で
、
船
足
と

し
て
は
８
日
か
ら
10
日
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
発

の
荷
物
は
一
般
的
に
積
替
え
が
必
要
な
の
で
、
時
間
と
費

用
面
で
ベ
ト
ナ
ム
生
産
に
は
相
対
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
と
り
わ
け
積
替
え
作
業
を
原
因
と
す
る
遅
延
や
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

生
産
背
景
で
見
る

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

3
（1）
ベ
ト
ナ
ム
生
産
で
の
メ
リ
ッ
ト

①
豊
富
で
若
い
労
働
人
口

23
年
４
月
に
は
人
口
が
１
億
人
を
超
え
た
と
さ
れ
て

お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
次
い
で
３
番
目
の
人
口
を
抱
え
る
。
平
均
年
齢
は
31
歳

と
低
く
、
国
民
性
と
し
て
手
先
の
器
用
さ
、
勤
勉
さ
が

見
ら
れ
る
。
縫
製
ス
キ
ル
は
長
年
欧
米
向
け
の
布
帛
の

生
産
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
丁
寧
さ
は
タ
イ
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
等
と
比
べ
て
も
ス
キ
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

②
政
治
的
・
社
会
的
リ
ス
ク
が
低
い

　

近
隣
諸
国
に
比
べ
、
政
治
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
政
治
的
な
賃
金
の
高
騰
が
過
去
に
も
見
ら
れ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
政
治
的
な
不
安
定
さ
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
祝
祭
日
が
少
な
く
産
業
全
体
と
し
て
生
産
計
画
が

立
て
や
す
い
。

③
T
P
P
※２

や
R
C
E
P
※３

、
E
V
F
T
A
※４

の
各
種

貿
易
協
定
に
参
加

　

ベ
ト
ナ
ム
は
世
界
各
国
と
積
極
的
に
各
種
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
活
動
す
る
日
系
企
業
も
そ
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
。
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業
が
活
発

な
他
の
A
S
E
A
N
諸
国
、
南
西
ア
ジ
ア
地
域
と
比
較

船会社Container.Chargeに独自ヒアリング。船会社、到着港によって多少の差があり。
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し
て
も
優
位
に
立
っ
て
い
る
。

④
国
家
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

安
定
し
た
経
済
成
長
の
中
、
貸
出
金
利
や
税
制
優
遇

措
置
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を
国
家

が
後
押
し
し
て
い
る
。
ま
た
積
極
的
に
F
D
I
企
業
の

誘
致
政
策
を
行
っ
て
い
る
。

※
２　
T
P
P
：
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
／Trans-

Pacific
Partnership

A
greem

ent

※
３　
R
C
E
P
：
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
協
定
／

RegionalC
om
prehensive

Econom
ic
Partnership

A
greem

ent

※
４　
E
V
F
T
A
：
E
U
ベ
ト
ナ
ム
自
由
貿
易
協
定
／EU

-
V
ietnam

Free
Trade

A
greem

ent

（2）
ベ
ト
ナ
ム
生
産
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト

①
生
地
や
糸
の
原
料
の
輸
入
依
存

　

中
国
で
の
生
産
は
原
料
の
品
質
に
加
え
、
小
ロ
ッ
ト

で
の
対
応
や
在
庫
が
豊
富
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と

感
じ
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
も
原
料
は
生
産
し
て
い
る
も
の
の
、
作

業
服
や
年
間
計
画
で
作
ら
れ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
等
、
一

度
の
発
注
が
大
き
い
方
が
適
し
て
い
る
。
レ
デ
ィ
ー
ス

や
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
よ
う
に
回
転
が
速
く
少
量
生
産
の
商

品
へ
の
対
応
が
難
し
い
た
め
、
R
C
E
P
や
生
地
商
社

を
上
手
く
使
う
必
要
が
あ
る
。

②
生
産
の
担
い
手
が
流
動
的
で
離
職
率
が
高
い

　

経
済
成
長
と
職
業
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
縫
製

業
の
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
生

産
国
か
ら
消
費
国
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

③
人
材
育
成
が
課
題

　
長
年
ベ
ト
ナ
ム
は
下
請
け
業
が
主
体
だ
っ
た
た
め
に
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
パ
タ
ン
ナ
ー
、
原

料
を
調
達
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
育
成

が
必
要
で
あ
る
。

繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業
の

外
国
人
直
接
投
資

4
（1）
概
要

89
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
の
直
接
投
資
動
向（
ベ
ト
ナ

ム
繊
維
衣
類
協
会
調
べ
）に
よ
る
と
、
１
位
は
韓
国
で
登

録
企
業
4
6
4
社
・
総
登
録
資
本
48
億
ド
ル（
全
体
の

25
％
）、
２
位
は
台
湾
で
登
録
企
業
1
3
2
社
・
総
登
録

資
本
30
億
ド
ル（
同
16
％
）、
３
位
は
香
港
で
登
録
企
業

1
4
7
社
・
総
登
録
資
本
24
億
ド
ル（
同
12
％
）、
そ
し

て
４
位
が
中
国
で
登
録
企
業
21
社
・
総
登
録
資
本
21
億

ド
ル（
同
11
％
）と
な
っ
て
い
る
。
F
D
I
企
業
は
様
々

な
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
1
0
0
0
社
以
上

が
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産
業
の
輸
出
を
支
え
て
い
る
。

　

平
均
従
業
員
数
は
ロ
ー

カ
ル
企
業
74
人
に
対
し
て

F
D
I
企
業
は
7
5
2
人

と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ

ム
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
は
零

細
企
業
が
多
い
。

（2）
F
D
I
企
業
の
紹
介

　

従
業
員
7
1
0
0
人
／

1
3
6
ラ
イ
ン
の
規
模
を

誇
る
ド
ン
ナ
イ
省
の
Ａ
社

（
写
真
）を
紹
介
す
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
タ
ン
ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
国
際
空
港
か

ら
車
で
約
３
時
間
の
距
離
に
あ
る
韓
国
系
一
貫
生
産
工

場
で
あ
る
。
糸
を
買
付
け
、
綿
1
0
0
%
生
地
・
綿
混

用
生
地
・
合
成
繊
維
生
地
を
編
立
て
て
生
産
し
て
い
る
。

生
産
規
模
は
染
色
1
2
0
t
／
日
、
ラ
バ
ー
・
顔
料
・

染
み
込
み
・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
昇
華
・
ホ
イ
ル
プ
リ
ン

ト
は
８
万
Y
d
／
日
、
ピ
グ
メ
ン
ト
・
タ
イ
ダ
イ
・
浸
染
・

反
応
染
・
特
殊
ウ
オ
ッ
シ
ュ
・
一
般
ウ
オ
ッ
シ
ュ
・
レ
ー

ザ
ー
加
工
の
製
品
加
工
８
万
点
／
日
を
生
産
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
環

境
に
や
さ
し
い
原
料
、
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
認
証
を
取

得
し
た
原
材
料
・
副
材
料
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
る
。

　
Ａ
社
工
場
の
メ
リ
ッ
ト
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
安
定
的
な
商
品
供
給
と
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

韓
国
系
の
O
E
M
＆
O
D
M
輸
出
企
業
の
中
で
も
売

上
規
模
が
３
番
目
で
、
信
用
度
が
高
い
優
良
企
業
で
あ

る
。
安
定
的
な
取
引
が
可
能
で
規
格
化
さ
れ
た
定
番
商

品
を
品
質
維
持
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い
る
。

②
原
料
の
大
量
購
入
と
一
貫
生
産
に
よ
る
合
理
的
な

コ
ス
ト
提
案

　

月
産
量
3
6
0
0
万
枚
分
の
原
料
を
一
括
購
入
す
る

と
と
も
に
、
編
立
・
染
色
・
二
次
加
工
・
縫
製
の
設
備

を
完
備
し
た
一
貫
生
産
に
よ
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ

て
い
る
。

③
豊
富
に
保
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報

と
そ
の
提
案

　

欧
米
向
け
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
向
け
オ
ー
ダ
ー
も
受

注
し
て
い
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト

レ
ン
ド
に
基
づ
い
た
研
究
開
発
が
可
能
で
、
グ
ロ
ー
バ
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ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流

れ
に
即
し
た
豊
か
な
情

報
を
元
に
提
案
を
行
っ

て
い
る
。
レ
ー
ザ
ー
加

工
・
製
品
染
め
・
製
品
ウ

オ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
欧
米
の

大
手
ア
パ
レ
ル
が
開
発

し
た
最
新
の
製
品
加
工

技
術
を
提
案
で
き
る
。

④
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

商
品
の
生
産
拠
点

　

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
商
品
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し

い
安
全
・
安
心
な
商
品
を
提
案
で
き
る
。
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
拡
大
等
、

持
続
可
能
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ａ
社
と
の
取
引

に
よ
り
、自
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク（Reputation
Risk

）

予
防

　

徹
底
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
※５

を
管
理
し
て
お
り
、
取
引
企
業

の
評
判
及
び
信
頼
性
の
低
下
に
よ
る
損
失
を
予
防
で
き
る
。

※
５　
C
S
R
（C

orporate
SocialResponsibility

）：
企
業

の
社
会
的
責
任

日
系
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
生
産
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ニ
ッ
セ
ン
ケ
ン
の
試
験
サ
ー
ビ
ス

5
　

ニ
ッ
セ
ン
ケ
ン
は
17
年
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
試
験
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
現
地
で
生
産
さ
れ
る
日
本
向
け
製
品

を
中
心
に
品
質
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
。
以

下
の
３
点
が
わ
れ
わ
れ
の
主
な
強
み
で
あ
る
。

①
I
S
O
1
7
0
2
5
認
証
を
取
得
し
た
信
頼
で
き
る

ラ
ボ

I
S
O
1
7
0
2
5
認
証
を
取
得
し
、
試
験
結
果
が

正
確
か
つ
信
頼
で
き
る
こ
と
が
第
三
者
機
関
か
ら
認
め

ら
れ
た
。
さ
ら
に
信
頼
で
き
る
試
験
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
技
術
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。

②
日
本
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

一
般
的
な
試
験
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ゾ
試
験
、
雑
貨
試

験
な
ど
に
も
対
応
。
ト
ー
タ
ル
で
も
の
作
り
に
関
す
る

試
験
サ
ー
ビ
ス
・
品
質
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

③
培
っ
て
き
た
知
見
を
活
用
し
各
種
提
案
を
実
施

17
年
の
試
験
ラ
ボ
開
設
以
来
培
っ
て
き
た
知
見
を
活

か
し
、
相
談
内
容
に
即
し
た
情
報
提
供
、
工
場
の
紹
介
、

ベ
ト
ナ
ム
国
内
販
売
認
証
案
内
な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
相
談
を
い
た
だ
い
た
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
基
づ
き
、
独
自
に

培
っ
て
き
た
情
報
を
駆

使
し
て
適
し
た
生
産
背

景
を
検
討
し
、
生
産
可

能
な
工
場
を
複
数
選

定
し
て
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。
生
産
担
当
者

へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら
、

打
合
せ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
、
ま
た
生
産
決
定
後

も
品
質
管
理
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
支
援
等
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
で
の
生
産
を
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
展

開
し
て
い
る
検
品
会
社
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
。

む
す
び
に

6
　

ホ
ー
チ
ミ
ン
試
験
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
ベ
ト
ナ
ム

内
販
や
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
関
す
る
最
新
情
報
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ニ
ッ
セ
ン
ケ
ン
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
サ
イ
ト
や
毎
月
発
行
し
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

【
N
i
s
s
e
n
k
e
n
ア
ン
テ
ナ
】で
情
報
を
お
届
け

す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

　
最
後
に
本
レ
ポ
ー
ト
が
皆
様
の
有
益
な
情
報
と
な
り
、

ベ
ト
ナ
ム
生
産
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

【
一
般
財
団
法
人
ニ
ッ
セ
ン
ケ
ン
品
質
評
価
セ
ン
タ
ー

ベ
ト
ナ
ム
事
業
担
当
窓
口
】

■
ベ
ト
ナ
ム
：
ホ
ー
チ
ミ
ン
試
験
セ
ン
タ
ー　
中
津
晃

T
E
L
：
＋
8
4
–
3
6
3
9
9
6
9
4
7

E
–
m
a
i
l
：aki-nakatsu@

nissenken.or.jp

■
日
本
：
事
業
推
進
室　
李
潤
澈（Lee

Yun
C
heol

）

※
日
本
語
対
応

　
〒
1
1
1
–
0
0
5
1　
東
京
都
台
東
区
駒
形
1
–
2
–
14

駒
形
ウ
イ
ン
ド
ビ
ル
4
F

T
E
L
：
03
–
6
8
0
2
–
8
6
3
1

E
–
m
a
i
l
：y-lee@

nissenken.or.jp

ニッセンケン
コーポレートサイト

メールマガジン
【Nissenkenアンテナ】

登録フォーム
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エ
コ
リ
カ
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

開
発
の
背
景

2
0
1
0
年
当
時
、
環
境
破
壊
問
題
や
水
俣

条
約
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、
蛍
光
ラ
ン
プ

か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切
替
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

一
方
、
色
の
再
現
性
や
正
確
性
を
重
視
す
る
市

場
に
お
い
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
演
色
Ａ
Ａ

Ａ
蛍
光
ラ
ン
プ
Ｄ
65
や
Ｄ
50
蛍
光
ラ
ン
プ
に
つ

い
て
は
、
最
適
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
お
け
る
規
格
化

も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
蛍
光
ラ
ン
プ
の
生
産
終

了
を
迎
え
、
ユ
ー
ザ
ー
が
混
乱
し
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
エ
コ
リ
カ
で
は
ユ
ー

ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
２
０
１
５

年
に
シ
リ
ー
ズ
初
と
な
る
昼
白
色
相
当

（
５
０
０
０
Ｋ
）Ra
97　

高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
以
下

Ｌ
３
Ａ
シ
リ
ー
ズ
）を
リ
リ
ー
ス
い
た
し
ま
し

た
。
平
均
演
色
評
価
数（
Ra
）97
だ
け
で
は
な
く
、

特
殊
演
色
評
価
数（
R9
〜
R15
）も
高
い
値
を
実

現
し
た
製
品
に
お
い
て
、
価
格
と
性
能
を
両
立

す
る
製
品
は
エ
コ
リ
カ
の
L
3
A
シ
リ
ー
ズ
の

み
と
な
り
ま
す
。

　

当
時
オ
レ
ン
ジ
色（
暖
色
系
）の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ

プ
で
高
演
色
を
実
現
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易

で
し
た
が
、
対
象
物
の
色
味
が
全
体
的
に
オ
レ

ン
ジ
色
に
な
り
、
正
確
な
色
味
を
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
社
は
、
難
し
い
と
さ
れ
て
い

た
昼
白
色
や
昼
光
色
な
ど
の
白
色
の
色
味
で
高

演
色
を
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

事
実
と
し
て
蛍
光
ラ
ン
プ
や
蛍
光
灯
用
の
照

明
器
具
は
徐
々
に
生
産
縮
小
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
そ
の
高
額
で
あ
る

こ
と
故
に
、
市
場
で
そ
こ
ま
で
浸
透
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

例
を
挙
げ
る
と
一
般
照
明
用
Ra
85
の
直
管
形

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
が
３
０
０
０
円
〜
５
０
０
０
円

に
対
し
て
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
３
万
円
以
上
で
販

売
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
額
製
品
の
多
く

は
、
紫
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
複
数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ

と
で
高
演
色
を
実
現
し
て
い
る
反
面
、
寿
命
も

短
く
光
量
も
不
足
し
ま
す
。

　

Ｌ
３
Ａ
シ
リ
ー
ズ
は
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
ベ
ー
ス

に
独
自
の
蛍
光
体
を
複
数
調
合
し
て
高
演
色
を

実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
非
常
に
明
る
く
省
エ
ネ

で
寿
命
が
長
い
製
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
実

は
別
の
特
殊
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
開
発
し
て
い
る
最
中
に

偶
然
出
来
上
が
っ
た
サ
ン
プ
ル
=
副
産
物
で
も

あ
っ
た
た
め
、
価
格
も
従
来
比
１
万
円
台
と
安

価
に
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
好
調
な
販
売
と
は
言
え
な
い
状
況

で
し
た
。

高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
印
刷
業
界
内
で
の

標
準
化
と
普
及

（
Ｄ
50
Ａ
Ａ
Ａ
蛍
光
灯
か
ら
の
置
換
え
）

　

高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
販
売
が
伸
び
悩
む
中
、
取

引
銀
行
の
紹
介
で
キ
ン
グ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
社

へ
提
案
す
る
機
会
を
も
ら
い
ま
し
た
。
大
判
用

紙
の
印
刷
を
中
心
に
事
業
を
伸
ば
す
同
社
で
は
、

印
刷
物
を
壁
一
面
に
貼
り
付
け
て
校
正
を
行
う

部
屋
が
２
部
屋
あ
り
何
と
か
１
部
屋
だ
け
高
演

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
試
験
設
置
を
お
こ
な
い
数
ケ
月
に

渡
る
検
証
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、
従
来
の
Ａ
Ａ
Ａ
蛍
光
灯
と

色
味
は
全
く
遜
色
が
な
く
、
１
本
あ
た
り
の
照

度
は
よ
り
明
る
く
な
っ
た
た
め
部
屋
全
体
に

設
置
し
て
い
る
本
数
を
削
減
す
る
こ
と
も
で

き
た
こ
と
か
ら
、
同
社
に
大
い
に
満
足
い
た
だ

き
本
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
７

年
３
月
の
印
刷
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
同
社
の
掲
載

蛍光灯（水銀）撤廃後の蛍光灯（水銀）撤廃後の
色評価用光源について色評価用光源について

株式会社エコリカ 
Lighting事業部　課長　深堀 慶士
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記
事
を
い
た
だ
い
た
の
が
最
初
の
大
き
な
導
入
事
例
と

な
り
ま
す
。

　

印
刷
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
記
事
を
き
っ
か
け
に
印
刷
業
界

の
団
体（
印
刷
技
術
協
会　

通
称
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
）に
も
注

目
を
い
た
だ
き
２
０
１
７
年
11
月
の
印
刷
業
界
向
け
セ

ミ
ナ
ー
に
て「
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
の
実
際
」と
い
う

テ
ー
マ
で
説
明
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の
翌
年

の
２
０
１
８
年
２
月
の
国
内
の
印
刷
業
界
最
大
の
展
示

会
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
２
０
１
８
へ
の
出
展
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
導
入
事
例
は
工
場
全
体
や
部
屋
全
体
の
高
演
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
ご
要
望
が
多
く
、「
ど
こ
で
見
て
も
忠
実
な

色
が
確
認
で
き
る
」、「
高
演
色
で
あ
り
な
が
ら
明
る
さ

も
向
上
し
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
る
」な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

決
め
手
と
な
り

そ
の
後
も
同
様

の
事
例
が
徐
々

に
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
よ
り
徐
々

に
業
界
の
規
格

が
定
ま
り
始
め

て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
規

格（
J
I
S
Z

9
1
1
2
：

2
0
1
9
）が
発

表
さ
れ
正
式
に

こ
れ
ま
で
の
Ａ

Ａ
Ａ
蛍
光
ラ
ン
プ
の
置
換
え
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
し
て
の
ク

ラ
ス
４
が
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（
Ra
95
以
上
、

R9
〜
R15
が
85
以
上
）

　

２
０
２
１
年
に
一
般
社
団
法
人　

日
本
印
刷
学
会
が

「
色
評
価
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
用
い
た
印
刷
物
観
察
条
件
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
発
表
し
ま
し
た
。（
Ra
95
以
上
、
R9

〜
R15
が
90
以
上
）

　

印
刷
学
会
の
推
奨
規
格
の
適
応
範
囲
は
主
に
印
刷
物

の
仕
上
が
り
を
確
認
す
る「
色
見
台
」に
お
い
て
の
観
察

条
件
と
な
り
、
演
色
性
能
に
加
え
て
照
度
や
均
斉
度
な

ど
も
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
印
刷
学
会
よ
り
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
大
手
印
刷
会

社
様
に
て
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
が
開
始
さ
れ
、
現
在

で
は
印
刷
を
発
注
す
る
側
の
受
け
入
れ
現
場
で
も
同
じ

高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
採
用
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

繊
維
・
染
色
業
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

印
刷
業
界
で
手
ご
た
え
を
感
じ
た
当
社
は
、
同
じ「
色

を
見
る
」と
い
う
繊
維
・
染
色
の
業
界
へ
も
使
っ
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
と
、
２
０
１
８
年
に
松
浦
株
式
会
社
と

協
業
を
始
め
、
新
し
い
分
野
や
業
界
へ
の
提
案
を
開
始

し
ま
し
た
。
松
浦
株
式
会
社
は
明
治
10
年
よ
り
染
料
業

界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
、
幅
広
い
業
界
の

企
業
と
の
取
引
が
あ
り
ま
し
た
。

　

繊
維
業
界
で
は
、
ま
さ
に『
色
を
吟
味
す
る
』作
業
が

重
視
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
Ａ
Ａ
Ａ
蛍
光
ラ
ン
プ
が
多
く
使

わ
れ
て
お
り
、
印
刷
業
界
以
上
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
需
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

国
際
標
準
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

屋
外
の
照
明
環
境
を
再
現
す
る
場
合
は
Ｄ
65
標
準
光
源

を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

繊
維
業
界
に
お
い
て
も
昼
光
色（
６
５
０
０
Ｋ
）Ａ
Ａ
Ａ

蛍
光
ラ
ン
プ
が
標
準
光
と
し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
生
産
終
了
を
迎
え
、
入
手
も
困
難
な
製
品
と
な

り
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
も
記
載
し
た
通
り
、
昼
白
色
相
当（
５
０
０
０

Ｋ
）で
高
演
色
を
実
現
す
る
の
が
困
難
で
し
た
が
、
よ
り

青
み
が
強
い
昼
光
色
相
当（
６
５
０
０
Ｋ
）は
さ
ら
に
困

難
を
極
め
、
昼
白
色
製
品
の
発
売
よ
り
遅
れ
る
こ
と
３

年
、
２
０
１
８
年
に
よ
う
や
く
６
５
０
０
Ｋ
高
演
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
成
功
し
、
製
品
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
７
月
に
は
、
ご
縁
を
い
た
だ
き「
繊
維
加

工
技
術
研
究
会
」、
９
月
に「
福
井
染
色
研
究
会
」、
10
月
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に「
繊
維
製
品
技
術
研
究
会（
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）」に
て
高
演
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
を
通
し
て
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は
、「
Ｕ

Ｖ
波
長
の
必
要
性
」「
標
準
光
源
と
し
て
い
る
照
明
が
Ａ

社
は
４
０
０
０
Ｋ
で
Ｂ
社
は
一
般
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
よ
う
に
各

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
違
う
」「
色
の
確
認
を
す
る
環
境（
照

明
器
具
の
形
状
や
サ
イ
ズ
）が
様
々
」と
い
っ
た
課
題
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。

Ｄ
65
Ａ
Ａ
Ａ
蛍
光
灯
か
ら
の

置
換
え
へ
の
挑
戦
と
課
題

　

様
々
な
課
題
が
見
つ
か
る
中
で
、
エ
コ
リ
カ
で
は
Ｕ

Ｖ
波
長
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
印
刷
業
界

で
も
Ｕ
Ｖ
あ
り
の
光
源
と
Ｕ
Ｖ
な
し
の
光
源
に
て
比
較

実
験
を
行
っ
た
結
果
、
Ｕ
Ｖ
成
分
は
蛍
光
増
白
剤（
Ｏ
Ｂ

Ａ
）の
発
色
に
は
影
響
が
あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
流
通

し
て
い
る
用
紙
に
は
Ｏ
Ｂ
Ａ
量
が
少
な
い
銘
柄
が
多
く
、

昼
白
色
５
０
０
０
Ｋ
Ａ
Ａ
Ａ
蛍
光
ラ
ン
プ
に
も
Ｕ
Ｖ
成

分
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
Ｕ
Ｖ
波
長

は
無
く
と
も
問
題
無
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

※
蛍
光
増
白
剤（
Ｏ
Ｂ
Ａ
）は
Ｕ
Ｖ
波
長
に
よ
り
励
起
し

て
青
白
く
発
光
す
る
こ
と
で
紙
の
黄
ば
み
を
打
ち
消

す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
昼
光
色
６
５
０
０
Ｋ
Ａ
Ａ
Ａ
蛍
光
ラ
ン
プ

に
は
Ｕ
Ｖ
波
長
が
一
定
量
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

繊
維
に
は
現
在
も
蛍
光
増
白
剤
を
使
用
す
る
製
品
が
あ

り
、
特
に
白
い
繊
維
で
は
Ｕ
Ｖ
波
長
を
含
ん
だ
照
明
と

含
ま
な
い
照
明
で
見
比
べ
た
際
の
色
味
の
違
い
も
一
目

瞭
然
で
す
。

　

そ
の
た
め
Ｕ
Ｖ
波
長
を
含
ん
だ
６
５
０
０
Ｋ
の
高
演

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
全
て
の
環
境
や
媒
体
に
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｕ
Ｖ
波
長
を
含
む
こ
と
の

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
「
一
般
的
に
照
明
用
で
普
及
し
て
い
る
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

は
Ｕ
Ｖ
波
長
が
含
ま
れ
な
い
」「
Ｕ
Ｖ
波
長
は
照
射
物
や

周
辺
環
境
に
あ
る
樹
脂
素
材
や
部
品
を
劣
化
さ
せ
る
」

「
Ｕ
Ｖ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
」「
Ｕ
Ｖ
Ｌ
Ｅ

Ｄ
は
一
般
Ｌ
Ｅ
Ｄ
よ
り
も
寿
命
が
短
い
」と
い
っ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

繊
維
の
中
に
は
蛍
光
増
白
剤
を
含
ま
な
い
製
品
も
多

く
、
そ
の
場
合
は
Ｕ
Ｖ
波
長
が
必
要
無
く
な
る
た
め
Ｕ

Ｖ
を
入
れ
た
際
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
取
り
組
み

　

当
社
は
業
界
全
体
を
通
し
て
課
題
を
解
決
す
る
糸
口

を
見
つ
け
る
た
め
に
、
２
０
２
１
年
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
の
関
西

情
報
研
究
分
科
会
で
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後「
Ｄ
65
蛍
光
ラ
ン

プ
の
代
用
と
な
る
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
」を
テ
ー
マ
と
し
た
打
合
せ
に
積
極
的
に
参
加
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
Ｕ
Ｖ
波
長
を
含
ん
だ
昼
光
色
６
５
０
０
Ｋ
高

演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
製
品
開
発
へ
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
大

学
の
先
生
や
試
験
機
関
と
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
企
業
に
お
け
る
実
態
を
調
査
す
る
た
め
に
研
究

会
を
通
じ
て
会
員
企
業
様
へ
Ｄ
65
蛍
光
ラ
ン
プ
の
使
用

状
況
や
環
境
、
本
数
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　

現
場
の
方
々
の
使
用
状
況
や
ご
意
見
と
研
究
会
で
の

打
合
せ
を
重
ね
た
結
果
、
以
下
の
方
向
性
で
検
証
と
評

価
を
行
う
こ
と
が
定
ま
り
ま
し
た
。

　
「
蛍
光
増
白
剤
を
使
用
し
て
い
な
い
素
材
を
見
る
場
合

は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
ク
ラ
ス
４
準
拠
の
昼
光
色
６
５
０
０
Ｋ

高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
問
題
が
無
い
か
。」

　
「
蛍
光
増
白
剤
を
使
用
し
て
い
る
素
材
を
見
る
場
合
は

ク
ラ
ス
４
準
拠
の
高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
別
置
タ
イ
プ
の
Ｕ

Ｖ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
問
題
が
無
い
か
。」

　

こ
れ
ら
の
方
向
性
で
評
価
と
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で

染
色
業
界
に
適
し
た
光
源
の
形
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
社
は
、
従
来
の
流
れ
の
中
で
白
色
L
E
D

に
U
V
を
組
み
込
む
こ
と
に
注
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

別
置
タ
イ
プ
に
す
る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
方
向

性
を
も
と
に
研
究
会
に
お
け
る
評
価
検
討
が
一
挙
に
進

み
ま
し
た
。

　

別
置
に
す
る
こ
と
で
多
く
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
決
し
、

必
要
な
用
途
や
場
所
を
選
ん
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
L
E
D
化
へ
の
コ
ス
ト
が
大
幅
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

D
65
や
D
50
蛍
光
灯
の
よ
う
に
代
替
の
標
準
光
源
は
、

当
面
規
格
と
し
て
定
ま
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
別
置
き
の
Ｕ
Ｖ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
を
繊
維
染
色
業
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し

て
み
な
さ
ま
に
推
進
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
期
待
し

な
が
ら
、
よ
り
高
み
を
目
指
し
た
製
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目

織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計
従業者数

数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比

2013年 775 652 1,427 96.3 1,232 96.7 409 97.5 469 95.1 1,835 96.6 1,701 96.3 10,570 97.4 

2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 

2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 

2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 

2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 

2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 

2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 

2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 

2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 

2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 

2022年1-3月 152 136 288 100.3 257 106.7 92 103.1 95 101.4 380 101.0 352 105.2 9,339 97.6 

2023年1-3月 151 135 286 99.3 272 105.7 97 106.0 107 112.4 384 100.9 378 107.5 8,899 95.3 

2022年4月 53 46 98 98.2 90 106.8 32 98.6 35 99.0 130 98.3 125 104.5 9,360 97.6 

2023年4月 52 46 98 99.9 93 103.4 33 101.9 37 107.1 131 100.4 131 104.4 8,942 95.5 

2022年1-4月 205 182 387 99.8 347 106.7 124 101.9 130 100.8 511 100.3 477 105.0 - -

2023年1-4月 203 182 384 99.4 365 105.1 130 104.9 144 111.0 515 100.8 509 106.7 - -

（従業者数は３月・４月末）

（注）  2022（令和４）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2023（令和５）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
 2015（平成27）年 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
   加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※ 2022（令和４）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2022（令和４）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2023.6.30）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

【エコテックス®及び規制物質に関するお問い合わせ先】
　一般財団法人ニッセンケン品質評価センター　ライフ アンド ヘルス事業本部　エコテックス®事業部
　〒124-0012 東京都葛飾区立石4-2-8
　Tel：03-5875-6055 ／ E-mail：oeko-tex@nissenken.or.jp

ニッセンケン エコテックス®
公式ウェブサイト

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

　スポーツ・アウトドア衣料等に必要不可欠な撥水・撥油機能に使用される加工剤の一部には、環境
や人体への影響が懸念される有機フッ素化合物（PFAS）が含まれるとされ、すでに有害性の認められ
たPFOSやPFOAなどが「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」（化審法）で規制されてい
ます。

　欧州では2023年１月に有機フッ素化合物（PFAS）自体を規制する提案が欧州化
学品庁（ECHA）に提出され、ますますPFAS規制が加速すると言われており、化
学物質管理の厳格化が各企業に一層求められています。
　もちろん日本も、例外ではありません。昨年から一般新聞・テレビ等のニュー
スでも、PFASを原因とする環境汚染が取り上げられるなど、今や大きな社会問
題となっており、各地方自治体等はこの対応に追われている状況です。

　ニッセンケンが加盟するエコテックス®国際共同体では、スタンダード100認証やエコパスポー
ト認証において、従来から個別の有機フッ素化合物34種を規制しており、さらに2023年４月から
“Extractable organic fl uorine content（抽出有機フッ素含
有量）”の規制項目を追加。エコテックス®スタンダード100の
製品クラスⅠ及びエコテックス®エコパスポートでは規制値：
10mg/kgの規制となります（エコテックス®スタンダード100 
製品クラスⅡ～Ⅳは2024年１月１日より適用、なお用途に
よっては一部特例もあります）。

　こうした情勢を鑑み、ニッセンケンでは繊維等関連産業の有害化学物質管理のサポート業務を強化
しています。エコテックス®認証試験による有機フッ素含有量以外にも、全フッ素含有量の分析も対
応可能です。分析試験のご要望、また化学物質管理に係るご相談等がございましたら、お気軽にお問
い合わせください。

参考：NHKウェブサイト
【PFAS汚染 全国マップ】

参考：エコテックス®

スタンダード100規制値表
（Annex6）

参考：エコテックス®

エコパスポート規制値表
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お 知 ら せお 知 ら せ

　令和５年６月９日（金）に開催致しました省エネルギー・省資源
対策推進会議省庁連絡会議において、令和５年度「夏季の省エネ
ルギーの取組について」が決定されました。この中の【Ⅱ．産業界
に対する周知及び協力要請　２．工場･事業場関係について】から、
要点を抜粋しました。

①工場・事業場における省エネ法に基づくエネルギー管理の実施
　省エネ法に基づく適切なエネルギー管理を実施すること。なお、
特定事業者においては、平成28年度から開始した「事業者クラス
分け評価制度」によるSABCの評価も踏まえた取組を行うこと。
　また、エネルギー使用量が一定規模以上の事業者(年間エネル
ギー使用量1,500kl以上の工場等設置者)となった場合には、国へ
エネルギー使用状況届出書の届出を行うこと。

②自主的な省エネルギーの取組の推進
　2030年に向けた産業界の地球温暖化対策の自主的取組である
カーボンニュートラル行動計画を策定している事業者にあっては、
その実現に向け、工場・事業場において技術的に最高水準の省エ
ネルギー機器・設備の導入及び設備のきめ細かな運転の管理等に
より、省エネルギーの取組を徹底して推進すること。

③ 電力需給の状況に応じた対応やディマンドリスポンスへの取組
について
　2022年３月の電力需給ひっ迫時に電力需給ひっ迫警報により
約８割が普段と異なる取組を行い、一定の節電効果があったこと
も踏まえ、電力需給の状況に応じた適切な対応がとれるよう、節
電対策の事前の策定や連絡体制の構築、ディマンドリスポンスの
取組を推進すること。

詳細については、経済産業省のウェブサイト「夏季の省エネルギーの取組について」をご覧ください。
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230609003/20230609003.html

令和５年度�夏季の省エネルギーの取組について
～６月から９月は夏の省エネキャンペーン～

　また生活が一変するような商品が登場する。Apple 
Vision Proだ。Apple Vision Proとは、米アップル社が来
年発売するゴーグル型の新端末で、従来のパソコン操作に
おける「マウス」のような専用のコントローラー不要で目
線や手の動き、そして音声入力によって操作等を行う『空
間コンピューター』と位置付けるものである。
　製品のプロモーション映像をみていると、ゴーグルに映
る実際の空間にアプリのアイコンが浮かび上がり、目線を
向けると選択、軽く指を動かすとアプリが起動と、まるで
SF映画のワンシーンを観ているかのような感覚にとらわ
れる。こんな事が現実世界で起こるほどに時代は進化して
いる。
　パソコンやスマホのように画面サイズや数に制限がない
ので、映画を観る時は映画館のような巨大スクリーンで自
分だけのシアタールームに、仕事の時は複数のディスプレ
イを組み合わせたパソコン環境にと、日常の中に様々な空
間を作り出すことができる。またデジタルクラウンという
ダイヤルを操作すれば、集中している時はゴーグル表面が
暗くなりコンテンツに深く没入している事を、その逆の場
合には装着者の目線がゴーグル表面に映し出されコミュニ
ケーションが取りやすい状態である事を周囲の人に知らせ
る事ができる。
　他にも迫力のあるゲーム体験ができたり、遠く離れた人
と同じ空間で会話しているかのような通話ができたりと
様々な機能がある中、一番興味を惹かれたのが、外部3D
カメラにより空間写真や空間動画が記録できるというもの
だ。目の前の景色をまるごと撮影でき、奥行きのある3D
画像、映像で再生できるのだという。これがあれば、我が
子を撮影したつもりが他所様の子であったなどという失敗
もなくなるのだろう。ただ約50万円ではそう簡単には手が
届かない。
　だがiPhoneやApple Watchを多くの人が持ち歩くのが当
たり前の日常が訪れたのと同じように、いつか多くの人が
このゴーグルを当たり前に装着する未来が来るのだろう
か？現時点ではまだ価格面などハードルが高く遥か先の事
のように感じるが、実はそう遠い未来でもないのかもしれ
ない。
　皆様のご意見、ご要望、ご感想などお寄せいただければ
幸いです。お待ちしております。

（E-mailadress：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 令和5年5月･6月
一般社団法人日本染色協会
・下期業務及び財政状況監査
 ５月 ９日　於　日本染色協会東京事務所
・第１回企画委員会 ５月16日　於　Web会議
・第１回理事会 ５月25日　於　日本綿業会館
・令和５年度　定時社員総会
 ６月13日　於　日本綿業会館
・第２回理事会 ６月13日　於　日本綿業会館
日本繊維産業連盟
・第146回通商問題委員会
 ５月30日　於　Web会議
・第61回環境安全問題WG
 ６月20日　於　Web会議
・幹事会 ６月26日　於　Web会議
日本経編整染工業組合
・第１回調査情報委員会、技術委員会
 ５月18日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
・第１回理事会 ５月18日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
・第62回通常総会 ５月18日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
全国短繊維織物無地染工業組合
・第１回理事会 ５月25日　於　日本綿業会館
・第51回通常総会 ５月25日　於　日本綿業会館
経済産業省
・第５回繊維製品における資源循環システム検討会
 ５月29日　於　オンライン
繊維産業流通構造改革推進協議会
・第１回理事会 ５月25日　於　TFTビル
・通常総会 ６月20日　於　TFTビル
繊維学会
・繊維学会誌編集委員会
 ５月31日　於　オンライン
 ６月28日　於　オンライン
一般財団法人日本綿業振興会
・コットンの日 ５月10日　於　ホテル雅叙園
ニッセンケン品質評価センター
・評議員会 ６月20日　於　東京蔵前
TES会
・西日本支部講演会（講師）
 ５月26日　於　大阪府産業創造会館
名古屋テキスタイル研究会
・第１回講演会 ６月16日　於　名古屋市工業研究所
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：906.7g/部

906.7


